
　
小
憩
後
、
午
後
５
時
20
分
よ
り

懇
親
会
を
開
催
、
成
田
耕
造
常
務

理
事
（
成
田
本

店
）
の
開
会

の
辞
に
続
い

て
、
会
社
代
表

と
し
て
エ
コ
ー

ル
流
通
グ
ル
ー

プ
・
長
谷
川
豊

会
長
が
「
先
程

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
紹
介
さ

れ
た
よ
う
に
当

会
の
歴
史
は
長

く
、
当
初
よ
り

携
わ
っ
て
き
た

私
に
と
っ
て
３

代
に
亘
る
取
引
を
賜
っ
て
き
た
お

店
も
多
く
お
ら
れ
、
ま
た
、
メ
ー

カ
ー
各
位
、業
界
紙
各
位
の
支
援
、

指
導
を
色
々
と
頂
き
、
大
変
多
く

の
人
達
に
支
え
ら
れ
て
来
た
こ
と

に
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。
ま
た
、
歴
代
理
事
長
へ
の
感

謝
状
贈
呈
な
ど
、
式
典
も
滞
り
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
先
代
の
政
木
藤
吉
に
薫
陶

を
受
け
た
私
と
共
に
当
社
社
員
一

同
、
皆
様
の
お
力
添
え
に
重
ね
て

お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
変
化
の
激

し
い
時
代
に
あ
っ
て
皆
様
と
力
を

結
集
し
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
が
、
今
宵
の
ひ

と
時
、
晩
餐
会
を
楽
し
く
明
る
く

過
ご
し
て
貰
い
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。

　
こ
の
後
、
賛
助
会
を
代
表
と
し

て
宮
本
彰
副
幹
事
長
（
キ
ン
グ
ジ

ム
）
の
祝
辞
と
乾
杯
の
音
頭
で
開

宴
、
地
元
の
山
海
の
食
材
を
採
り

入
れ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
軽
音
楽

の
生
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
楽
し

み
、
賑
や
か
に
歓
談
し
て
懇
親
を

深
め
た
。

　
最
後
に
坂
本
匡
蔵
常
務
理
事

（
坂
本
紙
店
）
の
閉
会
の
辞
で
閉

じ
、
同
夜
は
同
ホ
テ
ル
で
宿
泊
し

た
。

　
翌
日
は
、
ゴ
ル
フ
組
と
観
光
組

に
分
か
れ
て
楽
し
ん
だ
。

　【
沿
革
】

　
高
度
経
済
成
長
期
の
１
９
６
６

年
（
昭
和
41
年
）
10
月
、
規
模
益

追
求
、
自
主
性
尊
重
、
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
運
営
の
三
原
則

を
旗
印
と
し
て
、
都
内
ホ
テ
ル

で
総
会
を
開
催
し
て
エ
コ
ー
ル

チ
ェ
ー
ン
文
具
紙
製
品
地
方
部
会

と
し
て
発
足
。
総
会
時
の
会
員
数

は
１
３
３
社
（
関
東
、
当
会
甲
信

越
、
東
北
16
県
に
及
ぶ
）。

　
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
エ

コ
ー
ル
・
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
チ
ェ
ー

ン
と
し
て
再
発
足
。

　
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
エ

コ
ー
ル
・
ス
テ
イ
シ
ョ
ナ
ー
ズ
・

チ
ェ
ー
ン
に
名
称
変
更

　
２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
30

周
年
記
念
式
典
開
催
、
加
盟
店
・

賛
助
会
・
業
界
紙
、
会
社
側
２
５

９
名
が
出
席
。

　
２
０
１
５
年
第
１
０
０
回
春
の

見
本
市
、
エ
コ
ー
ル
大
見
本
市
１

０
０
回
記
念
感
謝
の
集
い
。

　
２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
設

立
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催
予
定

で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
う
け
、
延
期
と

な
る
。
現
在
の
加
盟
店
数
は
１
７

３
社
。

　
エ
コ
ー
ル
・
ス
テ
イ
シ
ョ
ナ
ー

ズ
・
チ
ェ
ー
ン
（
遠
藤
孝
二
理
事

長
＝
ト
ラ
ヤ
）
は
、
５
月
12
日
、

仙
台
市
青
葉
区
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン

ホ
テ
ル
仙
台
で
設
立
40
周
年
記
念

式
典
を
開
催
、
加
盟
店
は
じ
め
賛

助
会
、
業
界
紙
、
会
社
側
な
ど
２

３
０
人
が
出
席
、
記
念
講
演
会
、

記
念
式
典
、
懇
親
会
の
３
部
に
分

け
て
盛
大
に
催
し
た
。

　
当
日
は
、
午
後
２
時
30
分
か
ら

講
演
会
を
行
い
、
株
式
会
社
赤

城
乳
業
の
元
常
務
で
現
Ｍ
．
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
鈴
木
政
次

氏
が
「
ガ
リ
ガ
リ
君
誕
生
秘
話
～

商
品
開
発
の
極
意
～
」
を
テ
ー
マ

に
１
時
間
15
分
に
わ
た
り
講
演
し

た
。

　
こ
の
後
、
午
後
４
時
よ
り
設
立

40
周
年
記
念
式
典
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
物
故
者
に
黙
祷
を
献
げ

た
後
、
篠
原
孝
夫
副
理
事
長
（
わ

た
や
）
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、
続

い
て
遠
藤
理
事
長
が
多
数
の
出
席

を
感
謝
し
な
が
ら
「
設
立
40
周
年

の
式
典
で
あ
る
が
、
今
年
で
43
年

目
に
な
る
。
本
来
な
ら
挨
拶
の
中

で
当
チ
ェ
ー
ン

の
沿
革
な
ど
を

喋
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
か
も

知
れ
な
い
が
、

４
年
前
に
理
事

長
に
就
任
し
た

時
か
ら
沿
革

は
、
映
像
で
紹

介
し
よ
う
と
決

め
て
い
て
、
今

回
、
事
務
局
や

業
界
紙
の
方
々

に
協
力
を
得

て
、
後
程
映
像

を
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
加

盟
店
は
じ
め
色
々
な
人
々
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
が
、
特
に
３
年
間

待
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
今
日
か

ら
仙
台
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
７
仙
台

科
学
技
術
大
臣
会
合
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
方
を
優
先
し
て

頂
い
た
こ
の
ホ
テ
ル
に
感
謝
し
た

い
。
40
年
の
間
に
は
色
々
な
こ
と

が
あ
っ
た
。
中
島
み
ゆ
き
の
〝
時

代
〟
と
い
う
歌
に
あ
る
よ
う
に
、

悪
い
と
き
も
良
い
こ
と
も
、
ぐ
る

ぐ
る
と
時
代
は
巡
り
回
っ
て
き

た
。
大
き
く
変
わ
る
変
革
期
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
必
要
で
あ
る
。

当
店
で
も
息
子
の
社
長
が
創
業
１

０
０
周
年
に
向
か
っ
て
企
業
変
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
恐
竜
は
環

境
変
化
に
対
応
で
き
ず
に
絶
滅
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
設
立
40
周

年
を
機
に
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
っ

て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
こ
の
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

各
時
代
の
出
来
事
、
歴
代
理
事
長

な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
40
年
の

歩
み
を
紹
介
、「
チ
ェ
ー
ン
会
員

皆
様
の
総
力
を
結
集
し
、
変
化
し

続
け
る
未
来
を
よ
り
良
い
も
の
に

…
新
た
な
視
野
、
新
た
な
力
で
前

進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　
こ
の
後
、功
労
者
表
彰
を
行
い
、

歴
代
理
事
長
の
佐
藤
嘉
洋
氏
（
四

葉
商
会
社
長
）、成
田
耕
造
氏
（
成

田
本
店
会
長
）、坂
本
匡
蔵
氏
（
坂

本
紙
店
社
長
）、渡
辺
順
一
氏
（
進

駸
堂
販
売
会
長
）、
進
藤
金
一
氏

（
マ
ル
シ
ン
会
長
）、
菊
地
和
男
氏

（
キ
ク
チ
社
長
）
そ
れ
ぞ
れ
に
遠

藤
理
事
長
よ
り
記
念
品
と
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、
佐
藤
氏
が
謝
辞
を
述

べ
た
。

　
続
い
て
来
賓
と
し
て
エ
コ
ー
ル

流
通
グ
ル
ー
プ
賛
助
会
・
石
川
真

一
幹
事
長
（
ゼ
ブ
ラ
会
長
）
が
日

頃
の
愛
顧
を
感
謝
し
な
が
ら
「
こ

の
40
年
間
、
大
変
厳
し
い
環
境
を

乗
り
越
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の

中
で
、
発
足
当
時
の
１
３
３
社
か

ら
現
在
１
７
３
社
に
増
え
て
お

り
、
全
国
的
に
見
て
も
大
変
希
有

な
こ
と
で
、
ま
た
、
活
発
に
活
動

さ
れ
て
お
り
敬
意
を
表
し
た
い
。

業
界
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
皆

様
も
大
変
苦
労
さ
れ
て
き
た
と
思

う
が
、
地
道
に
活
動
を
続
け
て
い

け
ば
、
ま
だ
ま
だ
発
展
の
余
地
が

あ
る
と
感
じ
た
。
本
日
を
機
に
さ

ら
な
る
発
展
を
期
待
し
た
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
会
社
代
表
と
し
て
エ

コ
ー
ル
流
通
グ
ル
ー
プ
・
政
木
藤

二
郎
代
表
取
締
役
が
「
会
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
当
社
と
し
て
は
、
式

典
を
開
催
す
る
か
ど
う
か
を
含
め

て
何
度
も
討
議
を
し
て
き
た
中

で
、
最
終
的
に
は
様
子
を
見
な
が

ら
中
止
も
踏
ま
え
て
開
催
を
決
断

し
進
め
て
き
た
。
正
直
、
40
年
間

色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
こ
の
３
年
間
は
大
変
苦
し

い
思
い
を
し
て
き
た
。
加
盟
店
の

中
に
は
何
も
し
な
け
れ
ば
、
会
の

意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
厳
し
い
意
見
も
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
色
々
と
工
夫
を
し
な
が
ら
対

応
し
て
き
た
。
見
本
市
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
会
、
セ
ミ
ナ
ー
も
Ｗ
ｅ

ｂ
で
開
催
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
に

つ
い
て
も
一
長
一
短
、
色
々
意
見

が
で
た
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
だ
か
ら

こ
そ
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
意
見
も
大
勢
あ
っ
た
の
も
事

実
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
そ

の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
そ
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
世
の

中
が
大
き
く
変
わ
り
、
そ
の
中
で

販
売
店
の
皆
様
も
積
極
的
に
対
応

さ
れ
、
世
代
交
代
も
進
ん
で
い

る
。
私
も
東
京
エ
コ
ー
ル
の
社
長

を
退
任
し
た
。
今
後
、
技
術
開
発

に
よ
り
色
々
な
新
商
品
も
出
て
く

る
と
思
う
。
人
工
知
能
も
そ
う
で

あ
り
、
業
界
に
ど
の
よ
う
に
取
り

入
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も

問
わ
れ
て
い
る
。
新
し
い
商
材
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
消
費
者
に

提
案
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
し
、
エ
コ
ー
ル
流
通
グ
ル
ー
プ

と
共
に
、
賛
助
会
の
メ
ー
カ
ー
各

位
に
も
支
援
い
た
だ
き
な
が
ら
、

加
盟
店
に
役
立
つ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
最
後
に
閉
会
の
辞
を
高
野
隆
常

務
理
事
（
須
原
屋
）
が
述
べ
て
式

典
を
閉
じ
た
。

盛
大
に
懇
親
会
開
催

仙台に 230人が集う
エコール・ステイショナーズ・チェーン

設立 40周年記念式典を挙行

遠
藤
孝
二
理
事
長

政
木
藤
二
郎
代
表
取
締
役

長
谷
川
豊
代
表
取
締
役
会
長

表彰を受けた歴代理事長

盛大に開催された懇親会


